
南知床標津町観光協会
【鮭の聖地 一万年の源流】

北海道・標津

北
方
領
土
の
平
和
学
習
と

鮭
に
支
え
ら
れ
た
暮
ら
し
に
学
ぶ

新しい教育旅行の時代を

越後田舎体験推進協議会
通常営業時間：～：（月～金、祭日・年末年始等休み）
＊時間外でも電話してみてください

新潟県・上越市・十日町市

越
後
田
舎
体
験
で
探
究
学
習

「
自
分
探
し
の
越
後
の
旅
」

担当　楠田・赤坂　　　　　　　　　　　　　

ＮＰＯ法人 体験村・たのはたネットワーク

※新型コロナウイルス感染症の流行に伴い民泊の受け入れを停止しています（月５日時点）。

岩手県・田野畑村

三
陸
復
興
国
立
公
園

大
震
災
の
伝
承
と
大
自
然

―農山漁村へオピニオン

体
験
交
流
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
宝
庫

新
巻
鮭
づ
く
り
を
体
験

北
方
領
土
の
講
話

原
始
河
川
、
ポ
ー
川
で
の
カ
ヌ
ー
体
験

地
元
食
材
を
使
っ
た
昼
食
を
提
供

【
知
床
の
自
然
環
境
・
産

業
・
食
・
平
和
学
習
・
歴
史

文
化
】

世
界
自
然
遺
産
知

床
の
南
に
位
置
す
る
当
町

は
、
海
、
山
、
川
、
大
平
原

の
あ
ら
ゆ
る
資
源
に
囲
ま

れ
、
１
万
年
の
間
、
人
々
が

暮
ら
し
続
け
て
い
る
痕
跡
が

残
る
唯
一
の
地
域
。
北
は
秘

境
、
知
床
国
立
公
園
の
山
々

が
連
な
り
、
東
の
海
岸
か
ら


㌔
先
に
北
方
領
土
国
後
島

が
望
め
、
内
陸
に
は
ミ
ル
ク

の
里
の
雄
大
な
牧
草
地
群
が

広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
１
万

年
続
く
暮
ら
し
を
体
感
す
る

歴
史
文
化
に
基
づ
く
地
域
ス

ト
ー
リ
ー
を
軸
に
、
地
域
の

人
々
の
暮
ら
し
に
触
れ
る
教

育
旅
行
の
受
け
入
れ
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

【
食
へ
の
理
解
を
深
め
る
】

水
産
業
に
お
け
る
食
の
安

全
・
安
心
供
給
シ
ス
テ
ム

「
地
域
ハ
サ
ッ
プ
」
生
産
活

動
を
国
内
で
初
め
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
化
し
、
学
習
素
材
と
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。
製
品

検
査
だ
け
で
な
く
、
原
材
料

の
生
産
か
ら

加
工
・
流
通

に
至
る
ま
で

の
全
工
程
で

あ
ら
ゆ
る
危

害
の
発
生
を
分
析
し
、
そ
の

危
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

工
程
中
の
重
要
な
管
理
点
を

監
視
す
る
シ
ス
テ
ム
を
、
当

地
で
は
イ
ク
ラ
や
新
巻
鮭ざ

け

作

り
体
験
な
ど
を
通
し
、
学
び

を
深
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

体
験
以
外
に
も
昼
食
で

は
、し
べ
つ
鮭
三
代
漬
け
丼
、

鮭
カ
ツ
丼
、
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん

焼
き
な
ど
、
地
元
産
の
海
鮮

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
中
心
と
し
た
お

弁
当
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
平
和
学
習

北
方
領
土

を
考
え
る
】

終
戦
直
後
、

旧
ソ
連
軍
が
千
島
列
島
を
侵

攻
し
、北
海
道
の
間
近
ま
で

や
っ
て
き
た
こ
と
、北
方
四

島
に
住
ん
で
い
た
１
万
７
千

人
の
人
々
が
着
の
身
着
の
ま

ま
で
島
を
追
わ
れ
た
史
実
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ

し
て
島
で
暮
ら
し
て
い
た
元

島
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、引

き
揚
げ
当
時
の
様
子
な
ど
、

そ
の
真
実
を
直
接
聞
く
チ
ャ

ン
ス
が
年
々
難
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。日
本
に
も

戦
争
の
影
が
見
え
隠
れ
す
る

昨
今
、今
一
度
戦
争
を
知
ら

な
い
若
い
世
代
に
、戦
争
の

恐
怖
や
平
和
の
大
切
さ
を
講

話
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
考
え
る
体
験
は
、日
本

の
領
土
が
間
近
に
見
え
る
当

地
な
ら
で
は
の
平
和
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

【
日
本
遺
産「
鮭
の
聖
地
」

の
物
語
～
根
室
海
峡
一
万
年

の
道
程
～
】

２
０
２
０
年

６
月
、人
と
鮭
の
関
わ
り
の

歴
史
を
語
る
４
市
町（
根
室

市
、標
津
町
、別
海
町
、羅
臼

町
）の
ス
ト
ー
リ
ー「
鮭
の
聖

地
」の
物
語
は
、審
査
委
員
会

の
承
認
を
得
て
日
本
遺
産
と

し
て
文
化
庁
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。当
町
に
は
、約
４
４
０

０
個
を
超
え
る
古
代
の
竪
穴

住
居
跡
の
無
数
の
く
ぼ
み
が

連
な
り
、日
本
最
大
の
遺
跡

群「
標
津
遺
跡
群

伊
茶
仁

カ
リ
カ
リ
ウ
ス
遺
跡
」が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。遺
跡
か

ら
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
の
竪
穴

か
ら
大
量
の
鮭
の
骨
が
出
土

さ
れ
、こ
の
地
が
毎
年
鮭
を

求
め
て
各
地
か
ら
人
々
が
集

ま
る
集
積
地
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
、自
然
と
の

長
い
共
生
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。「
鮭
の
聖
地
」の
物
語

の
地
域
ス
ト
ー
リ
ー
を
体
感

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、よ
り
地
域
へ
の
学
び
を

深
め
ま
す
。

【
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
エ
コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

か
ら
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
へ
】

当
町
で
は

約

年
間
、自
然
、産
業
、歴

史
、平
和
を
素
材
と
し
た
エ

コ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。今
後
は

よ
り
一
層
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「鮭

の
聖
地
」の
物
語
は
１

万
年
の
人
々
の
暮
ら
し
そ
の

も
の
。そ
れ
を
ひ
も
解
く
こ

と
が
根
室
海
峡
沿
岸
部
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。「
安
心
安
全
」「
清

潔
」に
加
え
、「
自
然
共
生
・
環

境
志
向
」の
取
り
組
み
を
深

化
さ
せ
、「
持
続
可
能
な
観
光

＝
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
」を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
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田
植
え
の
体
験

わ
ら
細
工
も
学
べ
る

信濃川ラフティングに挑戦

上
越
市
と
十
日
町
市
は
、

海
、
平
野
、
山
の
さ
ま
ざ
ま

な
環
境
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

中
山
間
地
は
豪
雪
地
域
で
３

㍍
を
超
え
る
地
域
で
私
た
ち

は
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
人
々

は
昔
か
ら
自
然
（
雪
）
と
ど

う
向
き
合
っ
て
暮
ら
す
か
を

考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
・

技
術
、
助
け
合
い
、
も
の
を

大
切
に
す
る
心
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
持
続
可
能
な
生
活
を
送

っ
て
き
た
地
域
が
、
暮
ら
し

に
か
か
わ
る
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
あ
り
の
ま
ま
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
自
然
、
暮
ら

し
、
人
か
ら
何
か
を
感
じ
取

り
、
学
び
、
考
え
、
活
動

（
行
動
）
に
な
る
き
っ
か
け

と
な
る
「
探
究
学
習
」
を
こ

の
越
後
で
体
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

【
探
究
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

例
】
豪
雪
地
の
雪
が
く
れ
た

宝
物
。
「
自
分
探
し
の
越
後

の
旅
」
で
考
え

て
ほ
し
い
こ
と

＝
自
分
た
ち
の

暮
ら
し
と
の
違

い
▽
暮
ら
し
て

い
く
中
で
の
楽

し
み
や
工
夫
▽

住
民
の
間
の
つ

な
が
り
や
相
互

の
協
力
関
係
▽

自
然
・
農
業
・

暮
ら
し
を
見
て

聞
い
て
自
分
が

感
じ
た
こ
と
▽

仲
間
や
現
地
の

人
の
気
持
ち
を

感
じ
と
っ
た
こ

と
▽
越
後
の
暮

ら
し
で
困
っ
て

い
る
こ
と
や
問
題
・
課
題
▽

越
後
に
来
て
気
づ
い
た
こ

と
、
感
じ
た
こ
と
▽
未
来
に

向
け
て
思
う
こ
と

【
体
験
の
紹
介
】

〇
農
村
の
く
ら
し

農
村

生
活
の
中
で
は
、
食
品
ロ
ス

や
リ
デ
ュ
ー
ス
、リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
、

あ
る
い
は
自
然
と
調
和
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る

情
報
な
ど
で
の
学
び
が
あ

り
、
行
動
に
移
す
た
め
の
気

づ
き
が
あ
り
ま
す
。

〇
手
描
き
友
禅
染

き
も

の
の
ま
ち
十
日
町
市
で
は
手

描
き
友
禅
染
体
験
が
で
き
ま

す
。
時
間
が
あ
れ
ば
工
場
見

学
も
可
能
で
す
。

〇
雪
里
の
ブ
ナ
林

日
本

海
側
の
多
雪
地
の
ブ
ナ
は
標

高
２
０
０
㍍
前
後
、
民
家
の

す
ぐ
そ
ば
に
ブ
ナ
林
が
あ
り

ま
す
。
実
際
に
林
を
観
察
す

る
こ
と
で
、
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
に
よ

っ
て
私
た
ち
の
生

活
は
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
学
び

ま
す
。

〇
稲
作
（
田
植

え
、稲
刈
り
な
ど
）

平
野
部
の
田
か

ら
山
間
部
の
棚
田

ま
で
は
標
高
差
が

あ
り
、
５
月
上
旬

か
ら
６
月
上
旬
ま

で
田
植
え
が
で
き

ま
す
。
一
般
的
な

体
験
は
田
植
え
・

稲
刈
で
す
が
、
そ

の
ほ
か
に
も
、
農
家
の
人
は

常
に
稲
の
発
育
状
況
を
観
察

し
な
が
ら
、
水
の
管
理
、
除

草
（
草
刈
り
）
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
す
。

〇
信
濃
川
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

比
較
的
緩
や
か
な
流
れ
の

信
濃
川
を
川
の
流
れ
と
米
作

り
の
大
地
を
感
じ
な
が
ら
ボ

ー
ト
で
下
る
コ
ー
ス
で
す
。

チ
ー
ム
が
一
つ
に
な
っ
て
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

〇
雪
の
利
活
用
を
学
ぶ

雪
室
と
は
雪
国
な
ら
で
は
の

天
然
の
冷
蔵
庫
で
す
。
上
越

市
安
塚
区
で
は
雪
を
活
用
し

た
施
設
が
い
く
つ
か
あ
り
ま

す
。施
設
見
学
、話
、体
験
も

含
め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

〇
火
焚
き
体
験

森
林
に

つ
い
て
学
び
、
焚
き
木
を
集

め
、
火
を
焚
き
ま
す
。
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　　体験の拠点「机浜番屋群」

　　潮騒の宿「ホテル羅賀荘」

　　　人気のサッパ船アドベンチャーズ

「大津波語り部」から生きる力を学ぶ

岩
手
県
沿
岸
北
部
に
位
置

す
る
田
野
畑
村
は
、
人
口
約

３
１
０
０
人
の
農
山
漁
村
で

す
。
三
陸
復
興
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
る
海
岸
線
に

は
、
高
さ
２
０
０
㍍
前
後
の

断
崖
が
約
８
㌔
に
わ
た
り
連

な
る
北
山
崎
や
、
弓
状
に
え

ぐ
ら
れ
た
２
０
０
㍍
前
後
の

断
崖
が
、
５
列
に
連
な
る
鵜

の
巣
断
崖
な
ど
の
景
勝
地
を

有
し
て
い
ま
す
。北
山
崎
は
、

平
成

年
に
公
益
財
団
法
人

日
本
交
通
公
社
が
行
っ
た
全

国
観
光
資
源
評
価
・
海
岸
の

部
で
、
世
界
に
誇
示
で
き
る

観
光
資
源
で
あ
る
と
し
て
、

最
高
ラ
ン
ク
の
特
Ａ
級
に
格

付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
野
畑
村
の
豊
か
な
自
然

の
中
に
築
か
れ
て
き
た
歴
史

や
文
化
、
漁
業
、
農
業
、
酪

農
、
林
業
、
観
光
と
多
彩
な

産
業
と
人
々
の
営
み
、
そ
し

て
大
津
波
の
体
験
と
復
興
へ

進
む
姿
は
、
た
く
ま
し
さ
や

生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
良

き
教
材
で
す
。
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
指
導
者
は
訪
れ
る
子

供
た
ち
と
の
交
流
を
大
切
に

し
、
素
顔
と
本
音
で
真
剣
に

向
き
合
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
て
体
調
確

認
、手
指
消
毒
、マ

ス
ク
の
着
用
を
し

て
い
た
だ
き
、各

種
体
験
人
数
を
制

限
し
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

■
組
織
と
教
育
訓
練

体
験
村
・
た
の
は
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
組
織
と
し
て
手
配
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
化
を
図
り
、
田
野

畑
村
役
場
が
後
方
支
援
を
す

る
官
民
一
体
の
体
制
を
整

え
、
学
校
や
旅
行
会
社
の
目

的
や
要
望
に
対
し
迅
速
、
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
者
や
民
泊

家
庭
は
定
期
的
な
研
修
を
行

い
、
漁
船
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
海
上
保
安
庁
な
ど
と

の
連
携
訓
練
を
実
施
し
安
全

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
民
泊（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）


軒
の
受
け
入
れ
家
庭
が

あ
り
、
２
０
０
人
の
受
け
入

れ
が
可
能
で
す
。
隣
接
の
普

代
村
や
、
ア
ク
セ
ス
の
よ
く

な
っ
た
三
陸
沿
岸
道
路
で


分
ほ
ど
の
久
慈
市
な
ど
と
連

携
し
、
大
規
模
校
の
受
け
入

れ
も
可
能
。
地
域
の
人
々
が

連
携
し
て
自
然
の
恵
み
を
共

有
し
助
け
合
っ
て
き
た
営
み

を
体
験
し
、
ふ
れ
あ
い
を
通

じ
て
心
が
成
長
し
ま
す
。

■
宿
泊
ホ
テ
ル

３
３
６
人
の
収
容
能
力
を

持
つ
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
は
、
宿

を
出
る
と
す
ぐ
に
体
験
現
場

と
い
う
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
ホ

テ
ル
に
隣
接
の
屋
内
交
流
セ

ン
タ
ー
で
は
セ

レ
モ
ニ
ー
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ワ
ー
ク
シ

ョ
プ
な
ど
多
目

的
な
活
用
が
可

能
で
滞
在
中
に

効
率
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
組
め

ま
す
。

■
机
浜
番
屋

群
平
成

年
に

「
未
来
に
残
し
た
い
漁
業
漁

村
の
歴
史
文
化
財
百
選
」
に

選
ば
れ
た
机
浜
番
屋
群
。
東

日
本
大
震
災
で
流
失
し
ま
し

た
が
、
多
く
の
方
の
支
援
で

以
前
の
面
影
を
復
元
す
る
形

で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
漁
師
の
拠
点
施
設
で
あ
る

と
と
も
に
、
塩
づ
く
り
や
番

屋
料
理
な
ど
の
体
験
が
で
き

る
観
光
拠
点
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

【
お
奨
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

◆
サ
ッ
パ
船
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ

三
陸
地
域
の
観
光

振
興
を
け
ん
引
す
る
サ
ッ
パ

船
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
。漁

に
使
う
小
型
漁
船（
サ
ッ
パ

船
）に
乗
り
、断
崖
直
下
や
岩

礁
の
間
を
縫
う
よ
う
に
航
行

す
る
漁
師
の
勇
姿
に
気
迫
を

感
じ
ま
す
。洋
上
や
漁
港
で

の
体
験
は
漁
業
の
厳
し
さ
や

漁
師
の
知
恵
を
伝
え
ま
す
。

◆
大
津
波
語
り
部

平
成


年
３
月

日
に
村
を
襲
っ

た
大
津
波
は
、
住
家
や
施
設

の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
尊
い

命
を
奪
い
去
り
ま
し
た
。
被

災
地
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
あ
の
日
こ

の
場
所
で
起
こ
っ
た
こ
と
。

そ
し
て

年
の
歳
月
の
中
で

懸
命
に
復
旧
・
復
興
を
続
け

て
き
た
こ
と
。
当
時
を
知
る

ガ
イ
ド
か
ら
防
災
へ
の
備

え
、生
き
る
力
を
学
び
ま
す
。

◆
塩
づ
く
り
体
験

か
つ

て
三
陸
沿
岸
一
帯
で
行
わ
れ

て
い
た
塩
づ
く
り
を
昔
な
が

ら
の
製
法
で
体
験
で
き
ま

す
。
大
量
の
海
水
か
ら
生
み

出
さ
れ
る
塩
の
量
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
。
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

で
、
い
か
に
塩
が
貴
重
で
あ

っ
た
か
を
実
感
で
き
ま
す
。

〒‐ 岩手県下閉伊郡田野畑村北山‐
北山崎ビジターセンター内

TEL‐‐ FAX‐‐
E-mail taiken-tanohata@car.ocn.ne.jp
URL https://www.tanohata-taiken.jp/
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行動規制がない、夏休みが終わり、お
盆の帰省や、規模縮小や制限がありなが
らも祭りやイベントも実施された。そし
て、新型コロナウイルスの感染者数
は最高を更新し続けてきた。８月
日、総理は逼迫

ひっぱく

する医療現場や保健
所の事務処理の軽減を狙い、感染者
の全数把握を行わないことにすると
言及した。新しいコロナとの付き合
い方が始まったと言えよう。
　今年の夏は北陸、北東北、北海道
などで線状降水帯が相次いで発生す
るなど記録的な豪雨が続き、河川の
氾濫は河川を超え、家屋や道路、
そして農作物にも甚大な被害をもた
らした。一方で首都圏では猛暑日が
続き、熱中症で救急搬送された人も
お盆前の１週間だけで約人にも
上っている。消防署や医療機関は新
型コロナと重なって厳しい状況が続
いている。世界経済フォーラムの気
象変動の問題への対応はカ国中、
日本は位と遅れていることを示
している。いよいよ、地球環境問題
や自然災害、気象変動に無関心では
いられない。つまりは、それぞれの
立場でＳＤＧｓに取り組まなければ
ならない。
１人か一部かのエゴで始まったと
思えるロシアのウクライナ侵攻から
７カ月が過ぎ、戦争の犠牲者は子ど
もや女性など非戦闘要員も増え続け
ている。一刻も早い収束を願わずに
はいられない。日本は戦後年目の
夏を迎えた。戦争の体験者が減少し、
直接話を聞く機会もなくなりつつある。
日本の近海でもミサイル発射や軍事訓練
など緊張は高まり、きな臭さを感じ不安
もよぎる。国内では渋谷区で親子が刺さ
れた事件の容疑者はまさかの中学３年の
少女であった。事件の動機や背景にも大

きな関心を持たなければならない。過去
の過ちに学び、進化すべき人類が道徳的
に人道的に退化しているのではないか

と、懸念するような出来事が起こり
続けている。より一層、平和と命の
尊さについて考える教育機会も大切
である。
新型コロナも２類相当から５類へ

の移行を模索されているが、新型コ
ロナを想定していない分類に押し込
まず現実的な運用が求められてい
る。年に認可された抗原検査は
空港検疫もスポーツイベントで幅広
く活用されつつある。ここにきて、
通販や薬局での販売も検討され、か
なり浸透し一般化されつつある。検
査して陽性の生徒が分かるとかわい
そうでは世の中の動きに逆行してい
る。現在の状況を受け止めての対応
策が必要になる。
　コロナ禍での教育民泊を実現する
ためには、生徒と受け入れ家庭、双
方の安心・安全が不可欠であること
から、双方が抗原検査で前日または
当日の陰性を確認して実施すること
で動きだしている。教育効果が高く、
ＳＤＧｓプログラムの宝庫である教
育民泊を含む農山漁村体験が人気で
ある。当紙に掲載されている受け入
れ地域では、事前学習、現場体験学
習、事後学習の流れを探究学習の手
法で行うＳＤＧｓプログラムを整備
している。教育民泊と合わせて、コ
ロナ禍から後を見据えた求められる
教育現場であると確信している。

全国ほんもの体験ネットワーク会長／
全国教育民泊協会会長／株式会社体験教
育企画代表取締役　　　　　　藤澤安良




